
2024 年 8 ⽉ 17 ⽇

＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞

場所
ばしょ

︓みずほビル 研修
けんしゅう

センター
実施

じっし

⽇
ひ

︓2024年
ねん

8⽉
がつ

17⽇
にち

実施
じっし

内容
ないよう

︓救命救急
きゅうめいきゅうきゅう

講習
こうしゅう

利⽤者
りようしゃ

数
すう

︓11名
めい

＜⽬的＞

＜成果＞
☆⼀次

いちじ

救命
きゅうめい

処置
しょち

（⼼肺蘇⽣
しんぱいそせい

とAED）について 座学
ざがく

☆救命処置
きゅうめいしょち

の流
なが

れ（⼼肺蘇⽣
しんぱいそせい

とAEDの使⽤
しよう

） 実技
じつぎ

☆気道
きどう

異物
いぶつ

の除去
じょきょ

  消防⼠
しょうぼうし

の実演
じつえん

☆⽌⾎法
しけつほう

（直接
ちょくせつ

圧迫
     あっぱく

⽌⾎法
        しけつほう

）  消防⼠
しょうぼうし

の実演
じつえん

利⽤者①

利⽤者②

就労継続⽀援Ａ型事業所における利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施状況報告書
事業所名 はあとW中央

だぶる ちゅうおう

事業所番号 3510101490

住 所 ⼭⼝市神⽥町
やまぐちしかんだまち

4-8 管理者名 福⽥通寛

連携先の企業や事業所等の意⾒または評価

電話番号 083-941-6740 対象年度 2024年度

利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施概要

就業時
しゅうぎょうじ

や⽇常
にちじょう

⽣活
せいかつ

において、⾃分
じぶん

や家族
かぞく

、地域住⺠
ちいきじゅうみん

の緊急事態
きんきゅうじたい

に出
で

くわした際
さい

に、専⾨的
せんもんてき

な知識
ちしき

を学
まな

んでおくことで、落
お

ち着
つ

いて適切
てきせつ

な⾏動
こうどう

が取
と

れることを⽬指
めざ

す。

座学
ざがく

だけでなく、実演
じつえん

・実技
じつぎ

を織
お

り交
ま

ぜて講義
こうぎ

してもらった為
ため

、利⽤
りよう

者
しゃ

さんにも理解
りかい

しやすかった。緊急
きんきゅう

事態
 じたい

に出
で

くわした際
さい

に、最低限
さいていげん

す

べきこと・できることを教
おし

えてもらったことで、他者
たしゃ

の為
ため

に役⽴
やくだ

つ使
し

命感
めいかん

が利⽤者さんに芽⽣
めば

えたように感
かん

じる。

 皆
みな

さん意欲的
いよくてき

に取
と

り組
く

んでいただき、質問
しつもん

なども活発
かっぱつ

にでてきたので、私
わたし

たちも楽
たの

しく指導
しどう

することができました。質問
しつもん

などは２４時間
じかん

受
う

け付
つ

けていますので、気軽
きがる

にご連絡
れんらく

ください。

 ないことが⼀番
いちばん

ですが、万
まん

が⼀
いち

の時
とき

に皆
みな

さんと協⼒
きょうりょく

して救命
きゅうめい

活動
かつどう

できればと思
おも

います。

なりました。特
とく

に⼼肺
しんぱい

蘇⽣
そせい

においては、⾃分
じぶん

でもやってみて、実践
じっせん

でもできるかもしれないという⾃信
じしん

もつきました。

救急救命
きゅうきゅうきゅうめい

についての知識
ちしき

がしっかりと得
え

られたと感
かん

じています。分
わ

からない点
てん

も疑問
ぎもん

に思
おも

っている点
てん

も分
わ

かりやすく質問
しつもん

に答
こた

えて頂
いただ

き、⼤変
たいへん

お世話
せわ

に

講習会
こうしゅうかい

で救命
きゅうめい

処置
しょち

を実施
じっし

してみて、私
わたし

は声掛
こえか

けから始
はじ

まり⼼臓
しんぞう

マッサージの⼀連
いちれん

の⼿順
てじゅん

が途中
とちゅう

で「次
つぎ

何
なん

だっけ︖」と分
わ

からなくなってしまうことに

気
き

づきました。これからも定期的
ていきてき

に訓練
くんれん

して、実際
じっさい

の場⾯
ばめん

では落
お

ち着
つ

いて処置
しょち

できるようになりたいと思
おも

いました。

利⽤者からの意⾒・評価

連携先企業（担当者） ⼭⼝
やまぐち

消防
しょうぼう

本部
ほんぶ

中央
ちゅうおう

消防署
しょうぼうしょ

（救急
きゅうきゅう

課
か

︓⻘⼾
あおと

、冨⾦原
ふきんばら

、⽯川
いしかわ

）

様式２様式２




